
訪問時の
交通安全対策
リスクマネジメントとしての取り組み

特集  

利用者宅などへの「移動」が欠かせない訪問看護。訪問先で行なう予定の
ケアややりとりに気を取られ、移動中の注意が散漫になってしまう経験は
誰もがあるのではないでしょうか。とくに、自動車に比べて自転車は、一般的
にも安全対策が遅れがちといわれています。歩道を走る場合もあることか
ら、歩行者を巻き込み「加害者」となる事故が増えており、さらに事故の「被
害者」になって死亡する人も増加しているというデータもあります。移動中
の訪問看護師が巻き込まれ、重篤な怪我を負う事故も起こっています。
起こってしまってからでは遅く、起こる前に予防しなければいけないのは、
医療事故も交通事故も同じ。利用者の安全だけでなく、スタッフの安全を
守ることも管理者の重要な仕事です。見過ごされがちな「移動中」の安全
対策について、とくに自転車に焦点を当ててまとめました。
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